
平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
16
年
度
３
会
計
補
正
予
算
を
可
決

す
ず
か
け
駐
輪
場
整
備
の
設
計
委
託
料
等
を
計
上

平
成
15
年
度
各
会
計
の
決
算
議
案
に

つ
い
て
は
、
16
年
９
月
の
第
３
回
定
例

会
で
市
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
市
議
会

で
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し

た
。
委
員
会
は
、
11
月
８
日
か
ら
延
べ

７
日
間
に
わ
た
っ
て
集
中
的
に
審
査
を

行
っ
た
。
第
４
回
定
例
会
で
は
、
12
月

６
日
の
本
会
議
で
委
員
会
審
査
報
告
の

後
、
各
議
案
は
委
員
長
の
報
告
ど
お
り

す
べ
て
原
案
認
定
と
な
っ
た
。

委
員
長
報
告
で
は
次
の
と
お
り
述
べ

ら
れ
た
。
15
年
度
の
本
市
予
算
は
、
前

市
長
の
も
と
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
と

し
て
編
成
さ
れ
た
当
初
予
算
を
基
礎

に
、
清
原
市
長
就
任
後
、
６
月
の
補
正

予
算
に
お
い
て
新
規
・
拡
充
事
業
な
ど

の
政
策
的
経
費
や
投
資
的
事
業
費
を
追

加
し
、
通
常
の
年
間
を
通
し
た
予
算
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

当
該
年
度
に
お
け
る
我
が
国
経
済
の

状
況
は
、
景
気
回
復
の
足
取
り
が
着
実

さ
を
増
す
一
方
、
雇
用
や
賃
金
の
増
加

は
過
去
の
回
復
局
面
と
比
べ
て
や
や
お

く
れ
、
本
市
の
市
税
収
入
と
各
種
交
付

金
等
を
合
わ
せ
た
主
要
歳
入
は
前
年
度

を
下
回
る
水
準
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
高
環
境
・

高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
、
第
３
次
基
本
計
画
に

基
づ
く
「
４
つ
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
安
全
と

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
ケ
ア
の

推
進
」
な
ど
の
新
た
な
課
題
に
対
し
て

も
迅
速
か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
。
一
方
、「
農
業
公
園
の
整

備
」
や
「
小
・
中
一
貫
教
育
校
」
を
め

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
平
成
16
年

度
３
会
計
補
正
予
算
の
提
案
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
総
務
委
員
会
に
付
託
、
審
査

の
う
え
、22
日
の
本
会
議
で
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
４
億
325
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
599
億
２
千
13
万
７
千
円
と
す
る
と
と

も
に
、債
務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
。

主
な
補
正
内
容
は
、
歳
出
で
は
、
総

務
費
で
、
下
連
雀
三
丁
目
の
す
ず
か
け

駐
輪
場
の
立
体
化
整
備
を
、
平
成
17
年平成17年度に立体化整備が予定されるすずかけ駐輪場

度
に
行
う
た
め
の
実
施
設
計
委
託
料
１

千
167
万
円
を
計
上
す
る
。
こ
の
立
体
化

整
備
に
よ
り
、
従
来
約
580
台
の
収
容
台

数
を
１
千
700
台
程
度
と
し
て
収
容
能
力

の
拡
大
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
衛
生
費

で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
U
ト
事
業
費
と
し

て
、新
規
に
117
万
２
千
円
を
計
上
す
る
。

こ
の
事
業
は
、
自
ら
ご
み
出
し
を
行
う

こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
地
域
ケ

ア
の
観
点
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、
ご
み

出
し
の
援
助
サ
U
ビ
ス
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
土
木
費
で
、
再
開
発

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
つ
い

て
、
１
億
461
万
５
千
円
を
増
額
す
る
。

歳
入
で
は
、
老
人
医
療
特
別
会
計
か

ら
の
繰
入
金
を
１
億
５
千
875
万
２
千
円

増
額
す
る
。
ま
た
、
前
年
度
繰
越
金
を

２
億
４
千
450
万
４
千
円
増
額
す
る
。

債
務
負
担
行
為
の
補
正
は
、
三
鷹
駅

南
口
地
区
に
建
設
中
の
第
12
地
区
協
同

ビ
ル
の
一
部
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等

今
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
「
三
鷹
市

学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
の
提
案
が
あ
り
、
文
教
委
員
会

に
付
託
、
審
査
の
う
え
、
12
月
22
日
の

本
会
議
で
可
決
し
た
。

こ
の
議
案
は
、
今
後
増
加
が
見
込
ま

れ
る
一
小
学
童
保
育
所
の
入
所
待
機
児

童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
第
一
小
学
校

の
西
側
隣
接
地
に
「
一
小
学
童
保
育
所

Ｂ
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の

学
童
保
育
所
の
名
称
を
「
一
小
学
童
保

育
所
Ａ
」
に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
期
日
は
、
平
成
17

年
４
月
１
日
で
あ
る
。

と
し
て
の
活
用
を
目
的
と
し
て
三
鷹
市

が
確
保
す
る
た
め
、
保
留
床
の
取
得
及

び
業
務
床
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
、
本
年

度
中
に
契
約
等
の
準
備
を
行
う
こ
と
か

ら
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な

内
容
は
、
１
点
目
に
、
17
年
度
開
設
予

定
の
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
大
学（
仮
称
）

保
留
床
取
得
事
業
費
４
億
６
千
404
万

円
、
２
点
目
に
、
17
年
度
に
移
設
を
予

定
し
て
い
る
三
鷹
駅
前
市
政
窓
口
（
仮

称
）
の
開
設
費
３
千
121
万
２
千
円
、
３

点
目
に
、
駅
前
商
業
活
性
化
賃
貸
店
舗

保
留
床
取
得
事
業
費
９
千
853
万
８
千
円

で
あ
る
。

再
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
１
億
461
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
17
億
７
千
123
万
４
千
円
と
す
る
と
と

も
に
、債
務
負
担
行
為
の
補
正
を
行
う
。

老
人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

れ
１
億
５
千
875
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
120
億
８
千
878
万
８
千
円
と
す

る
。

ぐ
っ
て
は
、「
協
働
」
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
そ
の
理
念
や
手
法
が
問
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
一
定
の

理
解
を
得
る
に
至
っ
た
も
の
の
、
や
は

り
事
前
に
市
民
に
十
分
説
明
し
、
共
通

理
解
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
が
改
め
て

指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

委
員
会
は
、
さ
ら
に
10
項
目
の
意
見

を
付
し
、
十
分
配
慮
の
う
え
、
今
後
の

市
政
運
営
に
あ
た
る
よ
う
強
く
望
む
も

の
と
し
た
。

歳
　
入

１
　
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
分
権
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
税
財
源
の
配
分
・
移
譲
な
ど
を
抜

本
的
に
見
直
す
よ
う
、
国
・
東
京
都
に

対
し
さ
ら
に
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

２
　
税
に
対
す
る
不
信
感
や
不
公
平
感

を
市
民
に
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
収

納
率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
相
談
体

制
を
充
実
す
る
こ
と
。

歳
　
出

【
総
務
費
】

１
　
市
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
行

財
政
改
革
を
さ
ら
に
推
進
し
、
限
ら
れ

た
資
源
（
財
源
・
人
材
）
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
。

２
　
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
交
通
モ
ラ
ル
の
向
上
等
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
放
置
防
止
条
例
の
適
切

な
運
用
に
よ
り
、
実
効
が
上
が
る
よ
う

に
努
力
す
る
こ
と
。
ま
た
、
駐
輪
場
の

確
保
の
た
め
、
鉄
道
事
業
者
へ
強
力
に

働
き
か
け
る
こ
と
。

３
　
情
報
化
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
力
し
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
U
対
策
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
目
的
、
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
U

ル
等
に
つ
い
て
、
市
民
に
わ
か
り
や
す

く
説
明
を
行
う
こ
と
。

【
民
生
費
】

１
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
子
育
て
支
援
施
策
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
。

【
農
林
費
】

１
　
都
市
農
業
を
守
る
た
め
に
税
制
改

革
を
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

【
商
工
費
】

１
　
市
内
の
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を

精
査
し
、
観
光
資
源
と
し
て
地
域
の
活

性
化
、
商
業
の
振
興
に
生
か
し
、
活
用

す
る
こ
と
。

【
消
防
費
】

１
　
市
民
が
集
ま
る
公
共
施
設
の
耐
震

化
対
策
を
促
進
す
る
こ
と
。

１
　
三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
地
区
の
商

店
会
・
町
会
・
住
民
協
議
会
等
関
係
の

団
体
及
び
市
民
と
の
連
携
を
深
め
、
環

境
に
配
慮
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
。

今
定
例
会
最
終
日
の
12
月
22
日
に
、

市
長
か
ら
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
な

ど
、
人
事
議
案
５
件
の
提
案
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
本
会
議
で
同
意
し
た
。

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

雨
宮
　
邦
男
氏
（
新
任
）

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て石

川
　
範
子
氏
（
再
任
）

金
子
　
惠
一
氏
（
再
任
）

¸
橋
　
雄
二
氏
（
再
任
）

寺
本
　
修
子
氏
（
再
任
）

▽
市
道
の
路
線
の
認
定
及
び
変
更
（
４

◇
総
務
委
員
会

視
察
日

16
年
10
月
12
日
〜
14
日

視
察
先

福
山
市
、
明
石
市
、
宝
塚
市

視
察
事
項

入
札
・
契
約
制
度
、
変
動

型
低
入
札
価
格
調
査
制
度
、
宝
塚
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例

◇
文
教
委
員
会

視
察
日

16
年
10
月
13
日
〜
15
日

視
察
先

呉
市
、
松
原
市
、
三
島
市

視
察
事
項

小
・
中
一
貫
教
育
、
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
、
不
審
者
対
応

訓
練
及
び
不
審
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

◇
厚
生
委
員
会

視
察
日

16
年
10
月
20
日
〜
22
日

視
察
先

大
垣
市
、
京
都
市

視
察
事
項

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
子

育
て
支
援
事
業
、
ご
み
有
料
化
事
業
、

バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

◇
建
設
委
員
会

視
察
日

16
年
10
月
12
日
〜
14
日

視
察
先

い
わ
き
市
、
会
津
若
松
市
、

宇
都
宮
市

視
察
事
項

風
格
あ
る
中
心
市
街
地
の

形
成
、
地
区
計
画
、
自
転
車
利
用
・
活

用
基
本
計
画
な
ど

平
成
16
年
11
月
３
日
、
元
市
議
会
議

長
、

野
博
明
氏
は
旭
日
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
た
。

三
鷹
市
議
会
で
は
、「
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
・
津
波
に
よ
る
被
災
地
支
援
に
関

わ
る
国
際
協
力
の
推
進
に
つ
い
て
」
と

す
る
市
長
、
議
長
連
名
の
要
請
文
を
、

１
月
７
日
付
け
で
内
閣
総
理
大
臣
に
送

付
し
た
。（
要
旨
は
４
面
に
掲
載
）

三
鷹
市
環
境
保
全
審
議
会
委
員

川
原
　
純
子
　
　
中
村
　
洋

島
田
甲
子
三
　
　
森
　
　
徹

路
線
の
認
定
と
１
路
線
の
変
更
）

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
契

約
の
締
結
（
公
用
車
の
ド
ア
と
、
自
転

車
と
の
接
触
事
故
に
よ
る
賠
償
額
103
万

980
円
）

三
鷹
市
議
会
は
、
平
成
16
年
第
４
回
定
例
会
を
、
12
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
初
日
、
２
日
目
と
19
人
の
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
あ
り
、
議
案
19
件
、
意

見
書
３
件
を
可
決
し
、
会
期
を
終
え
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
、
下
連
雀
三
丁
目
の
「
す
ず
か
け
駐
輪
場
」
の
立
体
化
整
備
の
た
め
の
設
計
委
託
料

等
を
計
上
し
た
「
補
正
予
算
案
」
な
ど
11
件
の
議
案
の
提
案
が
あ
り
、
す
べ
て
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
閉
会
後
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
15
年
度
各
会
計
決
算
議
案
８
件
に
つ
い
て
も
、

原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
た
。

第２４８号 平成１７年１月３０日
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主
な
内
容
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平成平成1616年第年第4回定例会回定例会平成16年第4回定例会
12月２日～22日

審　議 可決・ 否決・ 継　続
件　数 採　択 不採択

議　　　　案 19 19 0 0

意見書・決議 12 3 9 0

請 願 2 0 1 1

決
算
委
員
会

報
　
　
　
　
告

付

帯

意

見

人
事
議
案
５
件
に
同
意

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
多

大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
わ
が
国
で
は
、
自
然
災
害

の
発
生
が
相
次
ぎ
、
自
治
体
の
役
割

が
、
改
め
て
多
く
の
国
民
か
ら
認
識

さ
れ
ま
し
た
。
内
外
と
も
に
大
変
困

難
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
三
鷹
市

が
、
様
々
な
分
野
で
自
治
体
と
し
て

の
運
営
の
あ
り
方
を
高
く
評
価
さ
れ

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
安
全
・
安
心
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢

社
会
に
お
け
る
地
域
ケ
ア
の
推
進
な

ど
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
っ

て
推
進
さ
れ
る
重
要
な
課
題
へ
の
具

体
的
な
対
応
が
始
ま
り
ま
す
。

私
ど
も
市
議
会
は
、
市
民
の
身
近

な
問
題
を
地
域
の
実
情
に
照
ら
し
て

ど
う
解
決
し
て
い
く
か
、
自
ら
の
政

策
形
成
能
力
を
高
め
市
民
の
負
託
に

ど
う
こ
た
え
る
か
、
分
権
時
代
の
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
鷹
市
の
発
展
に
向
け
て

三

鷹

市

議

会

議
　
長
　
久
保
田
輝
男

副
議
長
　
石
井
　
良
司

丹
羽
　
秀
男

川
原
　
純
子

永
原
　
美
代

緒
方
　
一
郎

後
藤
　
貴
光

宍
戸
　
治
重

伊
藤
　
俊
明

加
藤
　
久
平

白
鳥
　
　
孝

斎
藤
　
　
隆

杉
本
　
英
騎

徳
永
　
弘
行

嶋
±

　
英
治

半
田
　
伸
明

増
田
　
　
仁

¸
谷
真
一
朗

中
村
　
　
洋

谷
口
　
敏
也

島
田
甲
子
三

田
中
　
順
子

榛
澤
　
茂
量

金
井
　
富
雄

大
城
　
美
幸

栗
原
　
健
治

森
　
　
　
徹

岩
田
　
康
男

三鷹市政の飛躍に向けて頑張ります

一
小
学
童
保
育
所
Ｂ
の
新
設

そ
の
他
の
可
決
議
案

〈
常
任
委
員
会
視
察
報
告
〉

人
　
　
　
　
事

叙
　
　
　
　
勲

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
で

内
閣
総
理
大
臣
に
要
請

再
開
発
事
業
特
別
会
計

一

般

会

計


